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社協だより社協だより

　

７
月
３
日
㈬
、
高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
、
更
生
保
護
女
性

会
及
び
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
委
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
親
子
の
皆
さ
ん
と
「
作
っ

て
あ
そ
ぼ
う
七
夕
さ
ま
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
、

七
夕
の
由
来
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

４
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
七
夕
飾
り
を
行
い
ま
し

た
。今
年
は
９
組
20
人
の
親
子
が
参
加
し
、網
飾

り
（
天
の
川
）
や
吹
き
流
し
な
ど
を
作
り
、
願

い
事
を
書
い
た
短
冊
と
と
も
に
笹
に
飾
り
付
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
折
り

紙
を
切
っ
た
り
、飾
り
付
け
を
す
る
な
ど
、と
て

も
上
手
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
作
る
の
が
大

変
で
し
た
」「
子
ど
も
と
一
緒
に
七
夕
を
作
れ

て
楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
記
念
撮
影
し
、

帰
宅
す
る
際
に
は
、
飾
り
付
け
し
た
笹
を
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
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　令和６年度第１回理事会及び定時評議員会を６月に開
催し、令和５年度事業報告、一般会計資金収支決算が原
案どおり承認されました。
　令和５年度の収入総額は２億 3,803 万円で、前年度に
比べて 2,624 万 2千円の減となりました。
　一方、支出総額は１億 5,940 万３千円で、前年度に比
べて 1,556 万１千円の減となりました。
　今後も「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続け
るために」利用者の立場に立ち、満足の得られる地域福
祉サービスに努めてまいります。

令和５年度 社協収支決算の概要

会費 2,125

就労支援 1,590障がい福祉
13,206

介護保険介護保険
93,98193,981

繰越金繰越金
89,30989,309

繰入金 9,350

寄付金収入
16 補助金 10,664

受託金 15,816

事業収入 1,524

その他
340

負担金 109負担金 109

収 入
238,030

収入の状況収入の状況

支出の状況支出の状況
（単位：千円）

法人運営法人運営
17,48317,483

地域福祉地域福祉
1,8001,800

居宅介護支援居宅介護支援
18,16118,161

訪問介護等訪問介護等
12,62912,629

通所介護通所介護
72,15972,159

支 出
159,403

◆就労継続支援B型事業所
◆フラワーセンター一般就労が困難な方を対象に、

働く場を提供し、知識及び能力
向上の訓練を実施しました。
・年間開所日……………… 240 日
・利用延べ人数………… 1,584 人

Ｂ型通所者及び共同作業所
の就労訓練の場として花鉢
等を栽培し販売するほか、
村内の花いっぱい運動事業
へ苗を供給しました。

　10,308 鉢販売

◆通所介護事業
デイサービスセンターにおいて、送迎
により、入浴、機能訓練、レクリエーショ
ン、食事等のサービスを提供しました。
・年間稼働日数…………………… 310 日
・利用延べ人数
　　介護保険………………… 5,631 人
　　障がい自立支援…………… 278 人

高齢者センター高齢者センター
9,5919,591

総合事業総合事業
8,9758,975

◆法人運営事業
社協の適正運営及び組織体制の充実
を図るとともに、職員の専門性を活
かし、資質向上に努めました。

ケアマネジャーが利用者や介護家族の状
況、希望を総合調整し、適切な介護サー
ビス計画（ケアプラン）を作成し、在宅
介護を支援しました。
・ケアプラン作成件数………… 1,450 件
・障がいサービス計画作成件数…… 15 件

◆訪問介護事業

◆総合事業

ホームへルパーが利用者宅を訪
問し、身体介護及び生活援助の
サービスを提供しました。
・年間提供日数……………300 日
・利用回数　
　　介護保険………… 2,757 回
　　障がい自立支援……210 回
・軽度生活支援…………… 26回

高齢者交流センター「松の湯荘」
において、送迎により運動、レ
クリエーション、入浴・食事等
のサービスを提供しました。
・開所日…………………… 253 日
・利用延べ人数………… 1,822 人

◆居宅介護支援事業・相談支援事業

村内の高齢者の皆さんに交流
や入浴等のため施設を利用し
て頂きました。
・高齢者センター
　　開所日……………341 日
　　利用延べ人数… 9,788 人
　（7月～ 9月熱中症対策により

無料開放）
・松の湯荘
　　利用延べ人数… 1,822 人

◆高齢者福祉センター
管理運営事業

就労継続就労継続
支援 B 型支援 B 型
12,98612,986

フラワーセンターフラワーセンター
5,6195,619

・ボランティア育成支援
・サロン事業支援
・金銭管理、
　　　財産保全サービス
・福祉団体育成
・福祉輸送サービス
・結婚相談
・くらしの資金、
　　　生活福祉資金貸付
　　　　　　　　など

◆地域福祉推進事業

（単位：千円）
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７
月
13
日
㈯
、
高
山
小
学
校

わ
く
わ
く
村
と
高
山
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
共
催
で
、
小
学
生

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
サ
バ
飯
体

験
」
を
防
災
資
機
材
備
蓄
倉
庫

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
村
総
務
課
危
機
管

理
防
災
係
の
担
当
者
か
ら
、
備

　

７
月
８
日
㈪
か
ら
７
月
13
日

㈯
ま
で
の
６
日
間
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
職
員
に
よ
る
七
夕
飾

り
を
作
り
ま
し
た
。

　

静
養
室
の
壁
に
竹
の
切
り
絵

を
貼
付
け
た
後
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
が
書
い
た
短
冊
を
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
貼
り
ま
し
た
。「
普

段
、
字
を
書
か
な
い
か
ら
上
手

く
書
け
な
い
」「
代
わ
り
に
書

い
て
」「
恥
ず
か
し
い
」
な
ど
、

最
初
は
少
し
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
多
く
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
自
分
の
字
で
「
肩
が
良
く

　

６
月
23
日
㈰
に
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ

ン
ド
芝
生
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
信
州
高
山
食
の
祭
典
」
に
は
、

火が消えないよう火力を調整

花苗を購入する来場者

サバイバルご飯は「おいしい」

短冊を丁寧に貼り付ける利用者の皆さん

サ
バ
イ
バ
ル
ご
飯
作
り

蓄
倉
庫
内
の
案
内
を
受
け
た

後
、い
ざ
と
い
う
時
に
、調
理
器

具
が
無
く
て
も
ご
飯
が
炊
け
る

サ
バ
イ
バ
ル
ご
飯
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

作
り
方
は
、釜
と
コ
ン
ロ
用
の

ア
ル
ミ
缶
２
個
と
燃
料
用
の
牛

乳
パ
ッ
ク
３
～
４
枚
を
使
用
し
、

釜
と
な
る
ア
ル
ミ
缶
の
上
蓋
を

な
り
ま
す
よ
う
に
」「
元
気
で

暮
ら
し
た
い
」「
百
歳
ま
で
頑

張
り
た
い
」
な
ど
思
い
思
い
の

願
い
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

高
山
村
の
特
産
物
や
名
産
品
を

楽
し
め
る
ブ
ー
ス
に
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
も
加
わ
り
、
花
苗
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

大
勢
来
場
し
、「
そ
れ
い
け
！
ア

ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
や
「
小

島
よ
し
お
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
」

な
ど
を
楽
し
む
合
間
に
、マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
、キ

キ
ョ
ウ
な
ど
の
花
苗
を
購
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。

切
取
り
、米
１
２
０
ｇ
と
水
を
入

れ
、コ
ン
ロ
用
の
ア
ル
ミ
缶
に
牛

乳
パ
ッ
ク
の
燃
料
を
入
れ
る
穴

と
、風
を
送
る
穴
を
カ
ッ
タ
ー
で

４
ヶ
所
開
け
、そ
こ
へ
短
冊
状
に

切
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
を
投
入
し
、

燃
や
す
こ
と
で
、ご
飯
が
炊
き
上

が
り
ま
す
。

　

燃
料
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
１
本

ず
つ
確
実
に
投
入
し
燃
や
す
に

は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
根
気
が
必

要
で
、
な
か
な
か
難
し
く
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は

「
５
～
６
回
参
加
し
て
い
る
け

れ
ど
、
今
回
の
サ
バ
飯
が
一
番

よ
く
で
き
た
」「
お
い
し
く
で

き
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

小
学
校
わ
く
わ
く
村

「
食
の
祭
典
」

「
食
の
祭
典
」  

に
出
店
し
ま
し
た

に
出
店
し
ま
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
のの
七
夕
飾
り

七
夕
飾
り
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本
誌
掲
載
の
記
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
は
、

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

　

区
の
役
員
さ
ん
を
通
じ
て
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
会
費
は
、63
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ

き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

日
赤
会
費
は
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
災
害
が
発
生
し
た
際
の

　

６
月
21
日
㈮
、
高
山
小
学
校

生
活
委
員
の
代
表
者
が
、
全
校

で
集
め
た
能
登
半
島
地
震
災
害

義
援
金
２
０
，
１
８
４
円
を
高

山
村
社
協
事
務
局
に
持
参
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
生
の
生
活
委
員
の

皆
さ
ん
が
中
心
に
な
り
集
め
て

い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
長
野
県
支
部
を
通
じ

て
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

６
月
14
日
㈮
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
と
職
員
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
入
口
と
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
前
庭
に
花
植
え
を

行
い
ま
し
た
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
が
、
綺
麗
に
咲
い
た
花
を
ご

覧
に
な
り
、
少
し
で
も
暑
さ
を
忘

れ
、
気
分
が
癒
さ
れ
れ
ば
と
の
思

い
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ
お
越

　

７
月
１
日
㈪
か
ら
９
月
30
日

㈪
ま
で
の
３
ヶ
月
間
は
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

熱
中
症
予
防
対
策
の
た
め
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
無
料
開
放

し
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
の
入
っ
た
休
憩
室

や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
快
適
に
過

ご
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
保
持

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
家
に
居
る
よ
り
快
適
で
過
ご
し

や
す
い
」「
汗
を
か
い
た
後
の
風

呂
は
疲
れ
が
取
れ
て
い
い
ね
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

災
害
救
護
活
動
を
始
め
、
医
療

事
業
・
血
液
（
献
血
）
事
業
、

国
際
活
動
な
ど
、
命
を
つ
な
ぐ

９
つ
の
赤
十
字
事
業
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
引
き

続
き
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
高
山
村
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

し
の
際
は
、
綺
麗
な
花
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
　
　
長　
内
山　

信
行

副 

会 

長　
藤
沢　

敏
和

副 

会 

長　
田
中
か
つ
子

常
務
理
事　
黒
岩　
　

慎

理
　
　
事

　

梨
本　
　

進　

小
出
三
千
雄

　

善
哉
の
ぶ
子　

涌
井　

富
生

　

小
林　

誠
二　

山
田
麻
記
子

　

大
川　

恵
美　

松
本　

和
子

監
　
　
事

　

中
村　

義
忠　

山
﨑　

隆
子

評 

議 

員

　

浦
埜　

愛
子　

小
板
橋
千
文

　

滝
澤
み
き
枝　

樋
口　

典
子

　

宮
川
千
惠
子　

黒
岩　

道
子

　

斉
藤　

優
子　

渋
谷　

一
三

　

平
林　

祐
子　

山
嵜　
　

泉

　

本
多
千
賀
子　

山
岸　

弘
子

　

松
本　

利
昭

社
協
役
員
の
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

日
赤
会
費
の
納
入

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
入
口
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
入
口
に

花
植
え
を
行
い
ま
し
た

花
植
え
を
行
い
ま
し
た

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

無
料
開
放
に

デイサービスセンター入口の花植え

高山小学校生活委員代表者からの義援金

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

能登半島地震災害義援金 446,517円

ウクライナ人道危機救護金 273,427円
　７月末までの義援金・救護金

　引き続き能登半島地震災害義援金を受
け付けています。
　皆さまの温かいご協力をお願いします。


